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R7.03.07掲載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             
○ インデックス（質問文をクリックすると該当個所へジャンプします。）
１　単体企業と経常ＪＶとの同時登録の禁止

	番号
	内容
	備考

	1
	等級が設定されていない工事区分は、単体との同時登録ができないと聞きました。単体との同時登録ができない工事区分は、どのようなものがありますか。
	

	2
	当社は、「一般土木」がＡ等級に格付けされています。「一般土木」で経常ＪＶを結成することはできますか。
	

	3
	Ｂ等級、Ｃ等級及びＤ等級の者は、単体と経常ＪＶの同時登録はできますか。
	

	4
	当社は、本店が帯広市にあり、「一般土木」がＣ等級に格付けされています。今回、「一般土木」で経常ＪＶを結成し、旭川開発建設部を希望しようとしていますが、単体と経常ＪＶの同時登録はできますか。なお、当社は、単体で「一般土木」では全部局を希望しております。
	

	5
	当社は、「一般土木」がＢ等級に格付けされていますが、Ｂ等級の経常ＪＶの結成を考えています。定期の期間の途中で経常ＪＶを登録することはできますか。
	

	6
	当社は、現在、稚内開発建設部発注の工事を単体で受注し、施工しています。工事施工中に同一部局・同一工事区分・同一等級で経常ＪＶの申請はできますか。
	

	7
	工事区分「維持」は、競争参加資格審査申請書で「維持（補修、維持管理）」と「維持（清掃、除草、除雪）」に区別されています。「維持（補修、維持管理）」のみ経常ＪＶの登録はできますか。
	

	8
	経常ＪＶを構成する一の構成員が吸収合併に伴い再審査を行った結果、当該経常ＪＶと同一等級になった場合は、単体としての競争参加資格は停止されることになりますか。
	


２　構成員の組合せと代表者

	番号
	内容
	備考

	1
	経常ＪＶを結成する場合、等級が設定されている工事区分については構成員の組合せが「同一の等級又は直近の等級に格付けされた有資格者」とされていますが、例外はありますか。
	

	2
	特定ＪＶの代表者の要件は、構成員中、出資比率が最大であり、最大の施工能力を有する者とされていますが、最大の施工能力を有する者の基準を教えて下さい。
	


３　経常ＪＶの解散
	番号
	内容
	備考

	1
	当社は、現在、稚内開発建設部発注の工事を経常ＪＶで受注し、施工していますが、今後は単体で競争参加をしたいと考えています。工事施工中に経常ＪＶを解散し、「資格辞退届」を提出できますか。
	

	2
	当社は、経常ＪＶの競争参加資格の決定を受けた際に、単体としての競争参加資格が停止となっています。当該経常ＪＶを解散したときは、改めて単体としての再申請が必要になりますか。
	

	3
	経常ＪＶを自主解散（倒産等以外の理由）した場合には、ペナルティを課せられますか。
	


４　経常ＪＶの結成数と工事区分の登録
	番号
	内容
	備考

	1
	本局及び各開発建設部ごとに結成することができる経常ＪＶの数を教えてください。
	

	2
	当社は、複数の工事区分について競争参加資格の決定を受けています。経常ＪＶを登録するときは、競争参加資格の決定を受けているすべての工事区分を登録することはできますか。
	


５　審査数値の算定

	番号
	内容
	備考

	1
	技術評価点数の対象工事は、いつからいつまでに完成した工事ですか。
	

	2
	技術評価点数には、総合評価落札方式対象工事において技術提案を提出したものの受注しなかった場合も算定の対象になりますか。
	

	3
	経常ＪＶのシミュレーションを行ってもらえないでしょうか。
	

	4
	経営事項評価点数（客観点）を算定する際の「完工高」は、どのように合算するのですか。
	

	5
	当社は、昨年合併に伴う再審査を受けて、５％の合併加算を受けています。令和７年度の途中で合併計画を明らかにした書面を提出せずに経常ＪＶを結成した場合、単体の合併加算と経常ＪＶの加算調整の取扱いはどのようになりますか。
	


６　同一入札制限
	番号
	内容
	備考

	1
	入札説明書に記載されている、「入札に参加しようとする者の間に以下の基準のいずれかに該当する関係がないこと」のうち、「経常建設共同企業体の構成員同士が同一の入札に参加している場合（ただし、構成員同士の場合は、経常建設共同企業体として登録されている工事区分に限る。）」について、具体的なケースを例示してください。
	

	2
	経常ＪＶの解散を考えていますが、Ｑ６－１による同一入札の制限はいつ解消されますか。
	


７　その他
	番号
	内容
	備考

	1
	競争参加希望部局は変更できますか。
	

	2
	経常ＪＶの申請手続きを教えてください。
	


１ 単体企業と経常ＪＶとの同時登録の禁止

	Ｑ 1-1
	等級が設定されていない工事区分は、単体との同時登録ができないと聞きました。単体との同時登録ができない工事区分は、どのようなものがありますか。



	Ａ 1-1
	等級が設定されていない工事区分は、単体との同時登録はできません。
　該当する工事区分は、「鋼橋上部」、「ＰＳコンクリート」、「しゅんせつ」、「機械装置」、「塗装」、「造園」、「防水加工」、「さく井」、「グラウト」、「維持」です。



インデックスに戻る
	Ｑ 1-2
	当社は、「一般土木」がＡ等級に格付けされています。「一般土木」で経常ＪＶを結成することはできますか。


	Ａ 1-2
	経常ＪＶは結成できます。ただし、単体と経常ＪＶは、同一部局・同一工事区分・同一等級での同時登録はできません。
ご質問のケースでは、最上位等級であるＡ等級の業者については、経常ＪＶを登録した場合、単体としての競争参加資格を停止します。




インデックスに戻る
	Ｑ 1-3
	Ｂ等級、Ｃ等級及びＤ等級の者は、単体と経常ＪＶの同時登録はできますか。



	Ａ 1-3
	　経常ＪＶの等級と当該経常ＪＶを構成する単体企業の等級が同じ場合は、同時登録できません。
　例えば、Ｂ等級のＸ社とＣ等級のＹ社が経常ＪＶを結成し、ＸＹ経常ＪＶの格付けがＢ等級だった場合は、Ｂ等級のＸ社は同時登録できません。ただし、Ｃ等級のＹ社はランク（等級）が異なるため、同時登録ができます。
　したがって、Ｂ等級のＸ社は、競争参加の方法を単体か経常ＪＶのどちらかに選択（単体を選択した場合は、当然に経常ＪＶの資格申請はできません。）することとなります。
　なお、単体としてＣ等級又はＤ等級の者が、経常ＪＶとして工事区分「一般土木」を希望する場合、経常ＪＶの等級に関わらず、単体の競争参加資格を停止する場合があります。詳しくは、Ｑ1-4をご覧下さい。
　また、いわゆるくい上がり工事に入札参加する際に、経常ＪＶと単体のどちらでも入札参加可能な競争参加資格の格付けを受けている者は、経常ＪＶとしての資格が優先され、単体としては入札参加できませんので御注意願います。

　例えば、単体でＢ等級、経常ＪＶとしてＡ等級の者は、Ａ・Ｂ等級のくい上がり工事には、経常ＪＶとしてのみ入札に参加できます。

　詳細は、入札公告で御確認ください。


インデックスに戻る
	Ｑ 1-4
	当社は、本店が帯広市にあり、「一般土木」がＣ等級に格付けされています。今回、「一般土木」で経常ＪＶを結成し、旭川開発建設部を希望しようとしていますが、単体と経常ＪＶの同時登録はできますか。
なお、当社は、単体で「一般土木」では全部局を希望しております。



	Ａ 1-4
	　経常ＪＶの等級と当該経常ＪＶを構成する単体企業の等級が異なる場合は、旭川開発建設部について単体と経常ＪＶの同時登録は可能です。

　ただし、単体としてＣ等級若しくはＤ等級の者が、経常ＪＶとして工事区分「一般土木」で本店所在地を管轄する部局以外を希望した場合、経常ＪＶの等級に関わらず、管轄部局の単体の競争参加資格を停止します。

　ご質問のケースでは、単体としてＣ等級であり、本店所在地が帯広市ですので、管轄部局は帯広開発建設部となり、経常ＪＶとして競争参加を希望する部局が旭川開発建設部であれば、管轄部局とＪＶの希望部局が異なりますので、本店所在地を管轄する帯広開発建設部での単体資格は停止します。　
（本店所在地における管轄部局は、下表のとおり）


[image: image1]



インデックスに戻る
	Ｑ 1-5
	当社は、「一般土木」がＢ等級に格付けされていますが、Ｂ等級の経常ＪＶの結成を考えています。定期の期間の途中で経常ＪＶを登録することはできますか。



	Ａ 1-5
	　経常ＪＶの手続きは随時に行っているので登録できます。
　なお、ご質問の例では、単体の等級と経常ＪＶの等級が同一なので、単体の競争参加資格を停止します。



インデックスに戻る
	Ｑ 1-6
	当社は、現在、稚内開発建設部発注の工事を単体で受注し、施工しています。工事施工中に同一部局・同一工事区分・同一等級で経常ＪＶの申請はできますか。



	Ａ 1-6
	　経常ＪＶの構成員に今回申請する同一部局・同一工事区分・同一等級の工事を単体で施工中の者がいる場合、経常ＪＶの申請はできませんので、工事が完成し、目的物の引渡しを行った後に申請することとなります。
　


インデックスに戻る
	Ｑ 1-7
	工事区分「維持」は、競争参加資格審査申請書で「維持（補修、維持管理）」と「維持（清掃、除草、除雪）」に区別されています。「維持（補修、維持管理）」のみ経常ＪＶの登録はできますか。



	Ａ 1-7
	　それぞれに選択することはできません。



インデックスに戻る
	Ｑ 1-8
	経常ＪＶを構成する一の構成員が吸収合併に伴い再審査を行った結果、当該経常ＪＶと同一等級になった場合は、単体としての競争参加資格は停止されることになりますか。



	Ａ 1-8
	　再審査であっても、同一部局・同一工事区分・同一等級での単体と経常ＪＶとの同時登録はできませんので、同一等級になった場合、単体の競争参加資格は停止します。



インデックスに戻る
２ 構成員の組合せと代表者
	Ｑ 2-1
	経常ＪＶを結成する場合、等級が設定されている工事区分については構成員の組合せが「同一の等級又は直近の等級に格付けされた有資格者」とされていますが、例外はありますか。



	Ａ 2-1
	　構成員間の格差が円滑な共同施工を確保するために支障がないと認められる場合には、直近二等級まで格付けされた者との組合せを認めています。
　認められる例としては、Ａ等級＋Ｂ等級＋Ｃ等級又はＡ等級＋Ｃ等級です。ただし、Ｃ等級の構成員は、当局のＢ等級以上に格付けされていたことがあること又は過去５年以内にＢ等級以上の当局の工事実績があることを要件とします。  なお、Ａ等級＋Ｃ等級＋Ｃ等級は認められません。

　また、経常ＪＶの等級が構成員の中で最も高い等級に格付けされた者の等級より下位の等級となる場合の申請は認められません。
（Ａ等級＋Ｃ等級でＢ等級となる申請は認められません。）


インデックスに戻る
	Ｑ 2-2
	特定ＪＶの代表者の要件は、構成員中、出資比率が最大であり、最大の施工能力を有する者とされていますが、最大の施工能力を有する者の基準を教えてください。



	Ａ 2-2
	　代表者は、円滑な共同施工を確保するため中心的役割を担う必要があるとの観点から、施工能力の大きい者としています。その判断基準は、経営事項評価点数が最も高い者としています。
ただし、経営事項評価点数が最も高い者の点数の１０％の範囲にある構成員は、施工能力が近接していると判断し、代表者の選定を認めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


インデックスに戻る
３ 経常ＪＶの解散
	Ｑ 3-1
	当社は、現在、稚内開発建設部発注の工事を経常ＪＶで受注し、施工していますが、今後は単体で競争参加をしたいと考えています。工事施工中に経常ＪＶを解散し、「資格辞退届」を提出できますか。



	Ａ 3-1
	経常ＪＶは、請負契約の履行後３箇月を経過するまで解散することはできません。

ただし、工事が完成し、目的物の引渡しを行った後であれば、「資格辞退に関する決議書」を添付した「資格辞退届」の提出により、経常ＪＶを解散せずに競争参加資格を辞退することはできます。

また、単体としての停止中の競争参加資格は、経常ＪＶの「資格辞退届」を提出し、当局から資格取消通知を受けた場合に有効となります。
※「資格辞退届」は随時受け付けますが、資格取消通知に所要の日数を要しますので、ご承知おきください。



インデックスに戻る
	Ｑ 3-2
	当社は、経常ＪＶの競争参加資格の決定を受けた際に、単体としての競争参加資格が停止となっています。当該経常ＪＶを解散したときは、改めて単体としての再申請が必要になりますか。



	Ａ 3-2
	　必要ありません。
　経常ＪＶを解散するときは、「資格辞退届」とともに基本協定書第９条に基づく「解散に関する決議書」を提出することになります。経常ＪＶの競争参加資格取消通知日から単体としての競争参加資格を有効とするので、再審査はありません。
　


インデックスに戻る
	Ｑ 3-3
	経常ＪＶを自主解散（倒産等以外の理由）した場合には、ペナルティを課せられますか。



	Ａ 3-3
	　ペナルティはありませんが、経常ＪＶの資格を辞退した場合、令和７・８年度中は、経常ＪＶとして同一部局・同一工事区分での申請はできませんので御注意願います。
　また、合併計画を明らかにした書面を提出した場合に限り、５％の加算調整を行いますが、次期の定期の競争参加資格の決定の時（競争参加資格の有効期間開始日）より前に解散したことにより、当該共同企業体の一の構成員が組合せを変更し、新たな共同企業体を申請した場合には、５％の加算調整は行いません。また、次期の定期の競争参加資格の決定日（競争参加資格の有効期間開始日）までに合併契約を締結していない場合には、次期以降の競争参加資格の決定において、当該一の企業が構成員となる共同企業体には加算調整は行いません。



インデックスに戻る
４ 経常ＪＶの結成数と工事区分の登録
	Ｑ 4-1
	本局及び各開発建設部ごとに結成することができる経常ＪＶの数を教えてください。



	Ａ 4-1
	　一の企業が本局及び各開発建設部ごとに結成できる経常ＪＶは１です。
ただし、登録する工事区分が違う場合は、本局及び各開発建設部ごとに２まで結成することができます。



インデックスに戻る
	Ｑ 4-2
	当社は、複数の工事区分について競争参加資格の決定を受けています。経常ＪＶを登録するときは、競争参加資格の決定を受けているすべての工事区分を登録することはできますか。



	Ａ 4-2
	　登録できる工事区分は、当該経常ＪＶを構成する構成員すべてが単体として競争参加資格の決定を受けていなくてはなりません。
  北海道開発局は工事区分を１５に区分しているので、一のＪＶが登録できる工事区分は最大で１５です。ただし、同一部局において２の経常ＪＶを結成する場合、同一の工事区分を重複して登録することはできないので、一のＪＶが１５の工事区分すべてを登録した場合は、当該部局においては複数の経常ＪＶを結成できません。



インデックスに戻る
５ 審査数値の算定
	Ｑ 5-1
	技術評価点数の対象工事は、いつからいつまでに完成した工事ですか。



	Ａ 5-1
	　北海道開発局が発注した工事で過去４年間（令和2年10月1日から令和6年9月30日まで）に完成した工事及び北海道が発注した工事で過去４年間（令和2年10月1日から令和6年9月30日まで）に完成した工事（ただし工事種別が「森林土木」及び「造林」を除く）が対象となります。
  完成した工事とは、契約書に記載のある工期内に設計図書で示してあるすべての工事に関わる施工及び作業が完了し引渡しを受けている状態をいいます。



インデックスに戻る
	Ｑ 5-2
	技術評価点数には、総合評価方式対象工事において技術提案を提出したものの受注しなかった場合も算定の対象になりますか。



	Ａ 5-2
	　総合評価方式対象工事において、Ｓ又はＡ型により技術提案を提出した場合は、落札できなかった場合であっても技術評価点数の算定の対象となります。

　


インデックスに戻る
	Ｑ 5-3
	経常ＪＶのシミュレーションを行ってもらえないでしょうか。



	Ａ 5-3
	　北海道開発局のホームページに「経常ＪＶシミュレーションサイト」を公開しております。業者コードを入力すると、その構成員の組合せでの等級及び総合点数が表示されます。



インデックスに戻る
	Ｑ 5-4
	経営事項評価点数（客観点）を算定する際の「完工高」は、どのように合算するのですか。



	Ａ 5-4
	　経常ＪＶの審査数値の算定は、単体としての資格審査の審査数値が基礎となります。単体として資格審査を申請したときの工事区分ごとに記載された各構成員の完工高を合算して算定します。



インデックスに戻る
	Ｑ 5-5
	当社は、昨年合併に伴う再審査を受けて、５％の合併加算を受けています。令和７年度の途中で合併計画を明らかにした書面を提出せずに経常ＪＶを結成した場合、単体の合併加算と経常ＪＶの加算調整の取扱いはどのようになりますか。



	Ａ 5-5
	　単体は、合併計画を明らかにした書面の提出に関わらず、５％の加算調整を受けられます。

経常ＪＶは、単体が受けている５％の合併加算分は計算の対象外となり、合併計画を明らかにした書面を提出した場合に限り、５％の加算調整を行います。

　※合併に伴う再審査の点数加算（単体企業の取扱い）
　　　北海道開発局の有資格者同士の合併は、再審査後の審査数値に５％の点数加点を行っています。ただし、等級を設定している工事区分にあっては、合併前の合併当事会社が同一の等級又は直近の等級に決定されている場合です。

　　　点数の加算は、合併の日から経営事項審査の審査基準日までの期間が５年未満の場合です。




インデックスに戻る
６ 同一入札制限
	Ｑ 6-1
	入札説明書に記載されている、「入札に参加しようとする者の間に以下の基準のいずれかに該当する関係がないこと」のうち、「経常建設共同企業体の構成員同士が同一の入札に参加している場合（ただし、構成員同士の場合は、経常建設共同企業体として登録されている工事区分に限る。）」について、具体的なケースを例示してください。


	Ａ 6-1
	この取扱いは、入札の適正さが阻害されると認められる場合として、平成２９年４月１日以降に入札公告等を開始する工事から適用しています。経常ＪＶの構成員は、その参加希望部局に関わらず、単体もしくは他の共同企業体（経常ＪＶ、(※)特定ＪＶ及び(※)地域維持型ＪＶ）の構成員として、競争参加資格の決定を受けた工事区分と同じ工事区分による同一の入札に参加することはできません。
[image: image2.emf]（ケース ①）

・・・・・・・同一入札制限に該当

「Ｂ業者」と「Ｃ業者」が同一の入札に参加している場合は、

　Ｂ＋Ｃ経常ＪＶの構成員同士が同一の入札に参加しているため、同一入札制限に該当

（ケース ②）

・・・・・・・同一入札制限に該当

　　　　　　

ＪＶは、経常JV、特定JV、地域維持型JVを問わず対象となります。

「Ａ＋Ｂ ＪＶ」のＢ業者と「Ｃ業者」が同一の入札に参加している場合は、

　Ｂ＋Ｃ経常ＪＶの構成員同士が同一の入札に参加しているため、同一入札制限に該当

（ケース ③）

・・・同一入札制限に該当

　　　　　　

ＪＶは、経常JV、特定JV、地域維持型JVを問わず対象となります。

「Ａ＋Ｂ ＪＶ」のＢ業者と「Ｃ＋Ｄ ＪＶ」のＣ業者が同一の入札に参加している場合は、

　Ｂ＋Ｃ経常ＪＶの構成員同士が同一の入札に参加しているため、同一入札制限に該当
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Ｃ
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（登録部局：旭川）
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（登録部局：旭川）
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 ＪＶ

（登録部局：旭川）
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 ＪＶ

（登録部局：旭川）

Ａ＋Ｂ

 ＪＶ

（登録部局：旭川）

Ｃ

 業者

（登録部局：旭川）




インデックスに戻る
	Ｑ 6-2
	経常ＪＶの解散を考えていますが、Ｑ６－１による同一入札の制限はいつ解消されますか。


	Ａ 6-2
	　入札書提出までに、Ｂ＋Ｃ経常ＪＶの「資格辞退届」を工事管理課に提出して下さい。工事管理課で受理した時点をもって同一入札制限が解消したものとして取扱います。
なお、資格取消通知書が送付されるまでの間は、「資格辞退届」の写し（工事管理課の受付印が押印されているもの）を、発注者（契約課）に提出し、同一入札制限が解消されていることを申し伝えて下さい。



インデックスに戻る
７ そ　の　他
	Ｑ 7-1
	競争参加希望部局は変更できますか。



	Ａ 7-1
	　変更できます。
　営業所の設立や合併等に伴う営業区域の拡大などに対応するため、競争参加を希望する部局の変更は随時受け付けています。



インデックスに戻る
	Ｑ 7-2
	経常ＪＶの申請手続きを教えてください。


	Ａ 7-2
	　経常ＪＶの申請にあたっては、「一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（経常建設共同企業体）」及び「経常建設共同企業体基本協定書（甲）」の写しを申請書類として提出していただきます。
　また、合併計画を明らかにした書面（次期の定期の競争参加資格の決定日までに合併契約を締結する旨が記載されたもの。）を提出した場合に限り、５％の加算調整を行うこととなっています。

　

様式は、下記URLに掲載しております。
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/koujikanri/u23dsn0000000v1h.html 



インデックスに戻る
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